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2025年（Vol. 41）特集のご案内
No. ① 透析患者の糖尿病治療―2025
No. ② 透析患者の皮膚を守る カラーでみる
No. ③ 透析患者の骨粗鬆症と骨折を理解する
No. ④ 長期透析の現況・課題と対策
No. ⑤  多職種連携による在宅透析医療 

―コメディカルの役割
No. ⑥  透析患者の泌尿器科疾患に対応する 

―泌尿器科専門医との連携
No. ⑦  透析患者の心臓病のすべて―インター

ベンションを中心に

No. ⑧  定期検査＆結果の評価と対応〔増刊号〕
No. ⑨ 透析患者のカリウム管理
No. ⑩  最新動向 透析患者の呼吸器感染症／

新規リン低下薬テナパノル症例集―使
い方，副作用への対処

No. ⑪  睡眠障害，睡眠関連呼吸障害群
No. ⑫  良好なバスキュラーアクセスを作製・

維持するために
No. ⑬  透析患者の口腔合併症と口腔ケア

（既刊は○）

編　集　後　記

　近年，口腔衛生状態や口腔機能の低下が，
全身疾患の増悪，合併症発症に大きく影響し，
低栄養や患者 QOLにも関与することが明ら
かとなっており，口腔ケアが，急性期病院で
は周術期等口腔機能管理，回復期病院では回
復期等口腔機能管理として保険収載され，各
施設で積極的に行われつつある．さらに，口
腔機能の低下は，摂食嚥下機能の低下を招き，
オーラルフレイルからフレイルへの移行が懸
念されており，歯科と協働した口腔機能の維
持，向上訓練や食支援が注目されている．
　一方，透析患者特有の合併症や病態が，口
腔環境に及ぼす影響や病態については，知ら
れていないことが多い．透析患者の口腔環境
悪化は，摂食障害や低栄養に直結するほか，

細菌や真菌感染症の元凶となることから，患
者の口腔観察や口腔ケア，歯科との連携が重
要となる．しかし，透析施設には歯科がない
ことも多く，院外の歯科医師との連携や，歯
科以外の職種による口腔ケアが行われている
が，体制は十分ではない．また，歯科医学教
育と医学教育は二元化されているため，医師，
看護師をはじめとする病院スタッフにおいて
は，歯科，口腔に関する知識も十分ではない．
　そこで，本特集では，透析に関わる歯科関
係者の諸氏に執筆依頼し，多くの透析医療ス
タッフが，基本的なことから，できるだけ理解
しやすいようにご配慮いただいた．読者の明
日からの臨床に役立つことを願ってやまない．
 （田中　彰）
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